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研究成果の概要（和文）： 

本研究の成果の第一は、３年間にわたり 100名を超える多数の研究者を集めて行った研究会
合を通じて、構築主義的アプローチの先端的な調査技法と知見の共有化を進めたことである。
第二の成果は、それらの研究会合での議論をふまえながら、構築主義の現時点での方法的課題
とそれに対する解答をかなり網羅的に盛りこみ、構築主義的研究の現時点の水準を示す論集『方
法としての構築主義』の編集作業をし、刊行準備を整えたことである。第三の成果は、研究分
担者それぞれが、個々の研究テーマについて調査や資料収集、理論的研究を行ったことである。 

 

研究成果の概要（英文）： 
The achievements of our joint study are three-fold.  First, in the course of consecutive 
study meetings in a three-year period that involved more than 100 scholars, we 
successfully shared many techniques of and insights on constructionist researches, which 
would lie scattered without reports and discussions at those meetings.  Second, based 
on those reports and discussions, we tracked down main methodological issues of 
constructionist researches at present, and collaboratively edited a collection of essays 
named Constructionism as Methods, that shows those issues and possible answers to them 
by presenting a sort of models studies (the book will be out in September, 2013).  Third, 
getting informed from and motivated by these joint activities, members of our study have 
individually published papers and books that present empirical or theoretical works in 
the vein of constructionist inquiry. 
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１．研究開始当初の背景 
 構築主義的な質的研究は、国内においても
一定の歴史を持ち実践者も増えてきたが、こ
れまで比較的相互連携が薄い形で平行して
行われてきた。本研究プロジェクトは、こう
した各種の構築主義的な質的調査の技法と
方法論を、総合・標準化してその利用可能性
を高め、質的調査法の一環としてさらに確立
していくために立ち上げたものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、多面的に展開してきた構
築主義的アプローチの先端的な調査技法と
知見を共有化すること、また、その利用可能
性を高めるためリーディングスを編纂する
準備を整えることである。具体的には、分担
者・協力者他による継続的な研究会を組織す
るとともに、分担者の個人研究を推進しそれ
を調査方法整備の共同作業へとフィードバ
ックする。 
 
３．研究の方法 
 まず、以下のような形で研究組織を立ち上
げた。連携研究者の樫田美雄、田間泰子、佐
藤哲彦に加えて、研究協力者らを関西・関東
の２グループに分け、それぞれが全国レベル
の研究会・シンポジウムと地区内でのワーク
ショップを行った。関西地区では全体を統括
する中河の下に事務局を置き、地区コーディ
ネーターを工藤が担当した。一方、関東では、
赤川が地区のコーディネーターを担当し、山
本・苫米地および研究協力者らと連携して研
究活動を進めた。なお、構築主義的な質的研
究の方法論的整備という観点から、研究会等
の活動に係る組織系統とは別に、この間各種
の構築主義的なアプローチの方法論の比較
検討とクリティークをしてきた中河が統括
役を務め、赤川は言説分析と歴史社会学を担
当、山本は犯罪社会学と計量研究の再評価を
担当、苫米地は家族社会学と教育社会学を担
当、工藤は社会問題への構築主義アプローチ
とその応用の方法論を担当した。さらに、連
携研究者・研究協力者らによって、エスノメ
ソドロジー／会話分析、ジェンダー／セクシ
ュアリティの構築主義的研究、レトリック論、
歴史社会学的な言説史など、広義の構築主義
的な質的調査研究のかなりの部分がカヴァ
ーされた。 
以上の役割分担を前提にして、毎年度、関

東で２回、関西で１回の全国レベルの研究会
を開催し、また、関東および関西で複数回の
地区内の研究会を開き、共同研究を進展させ
た。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果の第一は、３年間にわたり、

100 名を超える多数の研究者を集めて行った
研究会合（全国レベルのもの、および研究分
担者や研究連携者が各地で行ったエリアレ
ベルのもの）を通じて、構築主義的アプロー
チの先端的な調査技法と知見の共有化を進
めたことである。 
全国レベルの研究会合のテーマを挙げる

と、2010年度は(1)「構築主義を再構築する:
質的リサーチ法としての SC の定着を目指し
て」(2010 年 8 月、於東京大学)、(2)「構築
主義の再構築と排除/包摂問題」(2010 年 12
月、於東京大学)、(3)「アーヴィング・ゴフ
マンの相互行為秩序研究と構築主義」(2011
年 2月、於大阪府立大学)、2011年度は(1) 「概
念の用法とその歴史」（2011 年 8 月、於東京
大学）、(2)「ドロシー・スミスの『制度のエ
スノグラフィー』の社会探究法としての射
程」（2011 年 12 月、於東京大学）、(3) 「ジ
ェンダーとセクシュアリティ」（2012年 2月、
於大阪府立大学）、2012 年度は(1)仁平典宏著
『「ボランティア」の誕生と終焉』合評セッ
ション（2012年 8 月、於東京大学）、(2)「教
育社会学における構築主義アプローチ」
（2012 年 12 月、於立教大学）、(3)「エスニ
シティの構築」（2013 年 2 月、於京都大学）
である。各分野の中堅・新進による構築主義
的な経験的研究の成果の提示と、さらには突
っ込んだ方法論上の討論が交わされた。その
ほか、富山や大阪、京都などでローカルレベ
ルの構築主義関連の研究会を開催した。 
また、第二の成果は、それらの研究会合で

の議論をふまえながら、構築主義の現時点で
の方法的課題とそれに対する解答をかなり
網羅的に盛りこみ、構築主義的研究の現時点
の水準を示す論集『方法としての構築主義』
（本年度９月刊の予定）の編集作業をし、刊
行準備を整えたことである。この準備にあた
っては、2011 年度には構成と執筆者を確定し
て継続的に編集会合を持ち、３年間にわたっ
て実施してきた共同研究活動の成果である
調査技法のモデルとなる事例研究や方法論
上の進展に資する新たな知見についての論
考を、参画者のうち 12 名の寄稿を受けて取
りまとめた。 
 第三の成果は、研究分担者それぞれが、
個々の研究テーマについて調査や資料収集、
理論的研究を行ったことである。赤川、中河、
山本は米国の学会での報告や論文・著書（共
著）の執筆公刊を行ったほか、山本は国会議
事録や各種データベース等に基づいて、約 10
年間の犯罪不安の推移の見取り図をつくっ
た。工藤と苫米地はそれぞれ、昨年度に引き
続き、ひきこもり・不登校問題および喫煙問
題についてのフィールドワークと資料収集
を進めた。また、中河は応用哲学会の大会の
ＳＳＫ（構築主義的な科学研究）をテーマに



 

 

したワークショップ（於京都大学 9月 24日）
で、方法論をめぐるコメンタリーを行った。 
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